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研究テーマ（発表タイトル） 

How to use athletes in ads ～ユニフォームを着用したアスリートの広告効果～ 

 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

◎スポーツ・アスリートの広告効果 

スポーツ・アスリートが広告に起用されるケースは非常に多く、様々なスポーツのアスリートが広告に出演している。アスリートを

広告に起用することで、大きな企業収益を獲得することができると言われている。 

「大谷翔平」の例：メジャーリーガーの大谷翔平選手は、2014 年から現在まで合計 35 本の CM に出演している。大谷翔平

の広告効果として、西川産業の高性能マットレス「Air」の売上が国内で前年比 2 桁増加したと言われている。 

◎有名人の広告出演による弊害 

アスリートを含めて、有名人を広告起用する際の弊害として、１人の有名人が複数の商品・ブランドを宣伝することによる負

の効果の発生が指摘されている。 

 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

◎有名人の広告起用に関する現状 

日本では、広告・CM に有名人が起用される割合は 70%にのぼる(Temperley and Tangen, 2006)。2018 年度上半期で、テ

ニスプレーヤーの錦織圭選手は 8 社、サッカープレーヤーの長友佑都選手と槙野智章選手は 7 社の広告に起用されており、1

人のアスリートが複数企業の広告に出演している。 

◎オリンピック後のアスリートの広告起用（フィギュアスケーター・金メダリスト 羽生結弦選手の場合） 

 多くの企業が、オリンピックで活躍したメダリストやアスリートを自

社商品の CM に起用する傾向がある。 

◎有名人広告のメリット 

 

◎有名人が複数企業の広告・宣伝に出演することの負の効果 

 

 ソチオリンピック前 ソチオリンピック後 

CM 出演数 1 本 32 本 

②良い口コミの発生 ③製品の売上の増加 ④企業の株価の増加 ①製品の好意度の形成・向上 

金メダル 

③商品への好意度の低下 ④広告への好意度の低下 ②有名人への好意度の低下 ①有名人に対する信頼性の低下 

◎研究目標 『アスリートが複数の広告に出演することで発生する負の効果を抑える条件を明らかにする』 

 



３．研究テーマの課題 

◎実務的な課題：『有名人が複数の広告に出演することによる負の効果を無視して、起用し続けている』 

有名人が複数の広告に出演してしまうと、せっかくの有名人広告のメリットを自社商品・ブランドが享受できない恐れがある。来

る東京オリンピックで活躍するアスリートを広告に起用した企業が、そのアスリートの広告効果を最大化するためにはどうすればよ

いのかという解決策が必要である。 

◎学術的な課題：『有名アスリートの広告効果についてあまり研究されていない』 

有名人広告に関する既存研究の多くは、「俳優」を対象にして研究しており、アスリートに着目した研究は少ない。また、１人

の有名人が単一の商品を宣伝する状況に注目するものが多く、複数の商品を宣伝することで広告の有効性が低下する可能

性を調査した研究は少ない(Mowen and Brown, 1981; Tripp, Jensen, and Carlson, 1994)。学術的にも、有名な

アスリートが複数の広告に出演することによる負の効果をどうすれば抑制できるのかについて研究する必要がある。 

 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

◎低関与消費者が広告の中で注目する情報 

精緻化見込みモデルによると、消費者はある製品やブランドに対する関与度が低いとき、その製品自体の本質的な性能や特

徴に関する情報を重要視せず、むしろ、その製品の広告に出演する有名人や、製品や広告の雰囲気・イメージに関する周辺的

な情報の影響を受けやすくなると言われている(Petty and Cacioppo, 1983)。 

◎ユニフォームの効果 

特定の職業・専門知識に関係のあるユニフォームは、それを着用している人の信頼性を高める効果がある（Helen, 2018）。 

 
 

現代の消費者は広告を視聴する際、ほとんどが低関与な状態であることを前提とすると、消費者はある広告に出演する有名

アスリートに注目し、そのアスリートが複数の広告に出演していてもユニフォームを着用する場合には、アスリートの信頼性を高く

感じて、宣伝されている商品やブランドに対する好意度が下がらないと考えられる。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

◎実験法による消費者調査 

仮説「有名アスリートが出演する広告数が増加することに伴う負の効果は、アスリートがユニフォームを着用する場合に抑制され

る」を実証分析するために、消費者サンプルを対象とした実験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎実験の手順 

実験参加者には、4 パターン（ユニフォーム着用＆洗剤のみ、ユニフォーム着用なし＆洗剤のみ、ユニフォーム着用あり＆洗剤・車・

腕時計、ユニフォーム着用なし＆洗剤・車・腕時計）の雑誌広告のうち 1 パターンを閲覧してもらった後に、広告で宣伝されている

商品（洗剤）に対する好意度・関与度についての質問に 7 段階評価で回答してもらった。 

課題：有名アスリートが複数の広告に出演しても、負の効果が発生せず広告効果を高めるにはどうすればよいか？ 

 

仮説：有名アスリートの複数広告に出演したことによる負の効果は、『ユニフォームの着用』によって抑制される 

 

実験の概要 

【実験計画】 ２パターン(宣伝する商品の数:1 個の場合 or3 個の場合)×２パターン(ユニフォーム:着用する場合 or 着

用しない場合)、計 4 パターンの被験者間要因計画* 

*被験者間要因計画：無作為に抽出した被験者に対して、4 パターンのうちの 1 パターンを割り当て、異なる被験者に割り当て

た各パターン同士を比較する方法 

【実験期間】  2018 年 10 月 29 日～11 月 2 日 

【被験者】   124 名の大学生 

【対象商品】 仮想の商品名をつけた洗剤（1 個だけ宣伝する場合）、 洗剤・車・腕時計（3 個宣伝する場合） 

【広告の種類】 雑誌広告 

【起用した有名アスリート】 大谷翔平選手 

【測定した変数】 商品に対する好意度と関与度（今回は洗剤を対象とし、7 段階評価で測定した。） 



６．結果や今後の取り組み 

◎実験結果（二元配置分散分析の結果） 

 

I. アスリートがユニフォームを着用する場合 

有名アスリートの宣伝する商品数が多くなっても、1 つの商

品への好意度は統計的に有意に低下しなかった(単純主

効果検定の結果：t(57)=-0.92, p>0.1)。 

 

II. アスリートがユニフォームを着用しない（私服の）場合  

有名アスリートの宣伝する商品数が多くなると、1 つの商品

への好意度は統計的に有意に低下した(単純主効果検定

の結果：t(63)=3.22, p<0.01)。 

 

 

 

 

◎本研究の貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎企業への提案 

起用するべき有名人 オリンピックや著名な大会で活躍したアスリートを起用する！ 

理由:オリンピックで活躍したアスリートを広告に起用することで大きな企業収益を期待することができる。 

広告内の服装     アスリートにはユニフォームを着用してもらって、自社商品を宣伝してもらう！ 

理由:複数広告に出演したとしても、ユニフォームを着用することで負の効果を抑制することができ、有名

人広告のメリットを企業は最大限享受することができる。 
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F=9.27, p<0.01 

～アスリート広告の現状～ 

実際、アスリートがユニフォームを着用して広告に出演している CM の割合はあまり多くない。 

（例）テニスプレーヤー・錦織圭選手 2018 年度 CM 出演数 12 本 

内訳・・・ユニフォーム着用 CM：5本 VS. 非ユニフォーム着用 CM：7 本 

アスリートがユニフォーム以外の服装で出演している広告は、広告主である企業が気づかぬ間に、 

消費者の商品やブランドへの好意度を低下させている恐れがある。 

消費者の商品やブランドへの好意度を低下させている。 

 

 貢献：有名アスリートがユニフォームを着用して広告に出演すれば、広告効果を高めることができる！ 
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●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「大会結果 Web ページ」に掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

ていただきます。 

・企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティング社は一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 


